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〔
商
法
　
三
八
二
〕
　
従
業
員
の
会
社
に
対
す
る
貸
付
金
の
先
取
特
権
性
の
有
無

（
鞭
蝶
襟
謬
爆
綻
鐸
二
五
七
頁
）

判例研究

〔
判
示
事
項
〕

　
従
業
員
の
会
社
に
対
す
る
貸
付
金
は
、
従
前
の
雇
傭
関
係
の
維
持
、

継
続
の
た
め
と
の
企
図
が
あ
り
、
自
由
な
判
断
で
の
任
意
性
が
な
け

れ
ば
、
会
社
と
使
用
人
間
の
雇
傭
関
係
に
基
づ
い
て
生
じ
た
債
権
で

あ
り
、
会
社
の
総
財
産
の
上
に
先
取
特
権
を
有
す
る
。

〔
参
照
条
文
〕

　
商
法
二
九
五
条

〔
事
　
実
〕

　
事
件
発
端
当
時
す
で
に
五
〇
歳
を
過
ぎ
て
い
た
原
告
X
は
、
病
気

の
た
め
二
、
三
カ
月
休
職
し
た
後
、
A
株
式
会
社
に
復
職
を
申
し
出

た
と
こ
ろ
、
A
会
社
の
訴
外
B
部
長
か
ら
、
高
齢
者
の
パ
ー
ト
の
退

職
勧
奨
を
し
て
い
る
状
態
な
の
で
、
そ
の
ま
ま
で
は
復
職
で
き
な
い

と
い
わ
れ
、
復
職
の
条
件
と
し
て
、
三
〇
〇
万
円
程
度
の
金
員
を
社

内
預
金
名
目
で
A
会
社
に
預
け
入
れ
る
よ
う
に
求
め
ら
れ
た
。
原
告

X
は
、
銀
行
預
金
を
中
途
解
約
し
て
、
平
成
二
年
六
月
二
二
日
こ
ろ

三
五
〇
万
円
を
A
会
社
に
交
付
し
た
。
A
会
社
は
、
平
成
三
年
一
月
一

一
日
に
破
産
宣
告
を
受
け
、
被
告
Y
が
破
産
管
財
人
に
選
任
さ
れ
た
。

　
原
告
X
の
主
張
に
よ
れ
ば
、
本
件
金
員
は
、
A
会
社
へ
の
復
職
を
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条
件
と
し
て
A
会
社
に
預
け
入
れ
貸
与
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
A

会
社
と
X
と
の
間
の
雇
用
関
係
に
基
づ
い
て
な
さ
れ
て
お
り
、
先
取

特
権
が
認
め
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
X
は
、
そ
の
確
認
を
求
め
て
本
訴

に
及
ん
だ
。

　
被
告
Y
破
産
管
財
人
の
主
張
に
よ
れ
ば
、
X
は
、
労
働
の
対
価
と

し
て
破
産
会
社
か
ら
受
け
取
る
べ
き
給
与
・
賞
与
等
を
預
け
入
れ
た

も
の
で
は
な
く
、
金
融
機
関
に
預
け
入
れ
て
い
た
定
期
預
金
を
払
い

戻
し
て
任
意
に
A
会
社
に
預
け
入
れ
た
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
そ

の
預
け
入
れ
が
、
上
司
の
指
示
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、

雇
用
関
係
と
の
結
び
付
き
は
希
薄
な
も
の
で
あ
り
、
一
般
的
な
貸
付

債
権
に
過
ぎ
な
い
と
し
て
、
Y
は
、
X
の
主
張
を
争
っ
た
。

〔
判
　
旨
〕

　
X
の
請
求
を
認
容
。

　
「
民
法
は
、
雇
人
と
雇
主
と
の
経
済
的
社
会
的
地
位
の
格
差
を
考

慮
し
て
、
雇
人
の
給
料
債
権
を
保
護
す
る
と
い
う
社
会
政
策
的
配
慮

か
ら
、
三
〇
六
条
二
号
、
三
〇
八
条
に
お
い
て
、
右
給
料
債
権
（
最

終
六
か
月
分
）
に
つ
い
て
、
雇
主
の
総
財
産
の
上
に
先
取
特
権
を
認

め
て
、
給
料
生
活
者
の
賃
金
保
護
を
図
っ
て
い
る
が
、
商
法
二
九
五

条
は
、
さ
ら
に
、
会
社
が
破
綻
し
た
場
合
に
使
用
人
を
保
護
す
る
た

め
の
、
給
料
債
権
に
限
定
す
る
こ
と
な
く
、
会
社
と
使
用
人
と
の
間

の
雇
傭
関
係
に
基
づ
い
て
生
じ
た
債
権
に
つ
い
て
、
広
く
会
社
の
総

財
産
の
上
に
使
用
人
の
先
取
り
特
権
を
認
め
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ

の
よ
う
な
同
条
の
趣
旨
に
鑑
み
る
な
ら
ば
、
同
条
に
い
う
『
雇
傭
関

係
二
基
ヅ
』
い
た
も
の
か
ど
う
か
の
判
断
も
、
経
済
的
社
会
的
な
会

社
と
使
用
人
の
力
関
係
を
基
本
に
し
て
、
当
該
債
権
の
発
生
が
雇
用

関
係
に
与
え
た
影
響
の
程
度
、
そ
れ
が
真
に
使
用
人
の
自
由
な
意
志

に
基
づ
く
契
約
に
よ
り
発
生
し
た
も
の
か
ど
う
か
等
の
観
点
か
ら
総

合
的
に
判
断
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。
」
原
告
（
X
）

の
本
件
社
内
預
金
名
目
の
「
金
員
の
交
付
は
、
原
告
（
X
）
の
自
由

な
判
断
で
任
意
に
こ
れ
を
行
っ
た
も
の
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
」

　
「
本
件
貸
付
金
は
、
雇
傭
契
約
に
基
づ
く
労
働
の
対
価
で
あ
る
給

与
等
ほ
ど
直
接
的
な
法
的
結
び
付
き
は
な
い
も
の
の
、
雇
傭
関
係
を

単
に
そ
の
発
生
の
契
機
と
す
る
に
止
ま
ら
ず
、
…
…
従
前
の
雇
傭
関

係
の
維
持
、
継
続
を
図
る
た
め
に
右
金
員
交
付
が
な
さ
れ
た
こ
と
か

ら
み
て
も
、
雇
傭
関
係
と
密
接
に
結
び
付
く
形
で
本
件
件
貸
付
金
の

授
受
が
な
さ
れ
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
右
は
、
商
法

二
九
五
条
一
項
所
定
の
雇
傭
関
係
に
基
づ
い
て
生
じ
た
債
権
に
該
当

す
る
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
原
告

（
X
）
は
、
同
条
に
基
づ
い
て
、
破
産
財
団
た
る
破
産
会
社
の
財
産

に
つ
い
て
、
一
般
先
取
特
権
を
取
得
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き

る
か
ら
、
…
…
破
産
事
件
に
お
い
て
、
原
告
（
X
）
が
破
産
債
権
と

し
て
届
け
出
た
本
件
貸
付
金
に
つ
い
て
、
一
般
の
優
先
権
あ
る
債
権
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と
し
て
こ
れ
を
有
す
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
」

〔
評
　
釈
〕

　
判
旨
結
論
に
賛
成
。
判
旨
理
由
不
充
分
。

一
　
会
社
使
用
人
の
先
取
特
権
に
関
す
る
現
行
商
法
二
九
五
条
は
、

昭
和
一
三
年
の
商
法
改
正
に
際
し
て
新
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
立

法
立
案
関
係
者
で
あ
る
松
本
薫
治
博
士
に
よ
る
「
商
法
改
正
要
綱
解

説
」
に
よ
れ
ば
、
「
第
百
四
十
五
」
と
し
て
、
「
株
式
会
社
ノ
使
用
人

ノ
身
元
保
証
金
其
他
雇
傭
関
係
二
基
キ
会
社
二
対
シ
テ
有
ス
ル
債
権

二
付
テ
ハ
其
者
ハ
会
社
ノ
財
産
ノ
上
二
一
般
ノ
先
取
特
権
ヲ
有
ス
ル

モ
ノ
ト
ス
ル
コ
ト
」
が
挙
げ
ら
れ
、
其
の
説
明
と
し
て
、
「
現
行
法

上
は
株
式
会
社
の
使
用
人
の
会
社
に
対
す
る
債
権
に
付
て
特
別
規
定

は
な
く
、
雇
人
の
給
料
の
先
取
特
権
に
関
す
る
一
般
規
定
の
保
護
あ

る
に
止
ま
つ
て
居
る
（
民
法
三
〇
六
条
三
号
、
三
〇
九
条
参
照
ー

筆
者
注
－
昭
和
二
二
年
当
時
の
民
法
）
。
然
る
に
大
規
模
の
株
式

会
社
に
於
け
る
使
用
人
対
会
社
関
係
は
屡
社
会
間
題
を
起
す
の
で
あ

つ
て
、
使
用
人
の
雇
傭
関
係
に
基
き
て
会
社
に
対
し
て
有
す
る
債
権

は
通
常
の
会
社
債
権
者
の
債
権
に
比
し
て
優
先
的
待
遇
を
与
ふ
べ
き

も
の
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
後
者
に
つ
い
て
は
債
権
者
は
必
要
と
認

む
れ
ば
担
保
を
徴
す
る
の
自
由
を
有
す
る
が
、
使
用
人
の
債
権
に
付

て
は
多
く
の
場
合
に
於
て
此
の
如
き
自
由
を
有
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。

価
つ
て
本
要
綱
は
之
に
付
き
会
社
財
産
の
上
に
一
般
の
先
取
特
権
を

認
め
た
の
で
あ
る
。
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
（
松
本
丞
鍋
治
「
商
法
改

正
要
綱
解
説
」
私
法
論
文
集
〔
続
編
〕
復
刻
版
コ
ニ
○
頁
〈
平
成
元

年
〉
）
。
こ
の
記
述
で
重
要
な
の
は
、
使
用
人
は
、
そ
の
債
権
に
つ
い

て
担
保
を
設
定
し
て
優
先
的
地
位
を
獲
得
す
る
自
由
を
有
し
て
い
な

い
と
の
指
摘
で
あ
る
。

　
商
法
二
九
五
条
立
法
当
時
の
他
の
解
説
に
よ
れ
ば
、
「
会
社
の
使

用
人
が
会
社
に
対
し
て
有
す
る
給
料
債
権
に
付
て
は
現
在
民
法
第
三

百
九
条
、
第
三
百
六
条
第
三
号
の
規
定
（
筆
者
注
－
昭
和
コ
ニ
年

当
時
の
民
法
i
）
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
こ
れ
だ
け
で
は
尚
其
の
保

護
が
不
充
分
で
あ
る
か
ら
と
云
ふ
の
で
、
広
く
雇
傭
契
約
に
基
づ
き

生
ず
る
債
権
全
般
に
付
先
取
特
権
を
与
え
被
傭
者
の
保
護
を
徹
底
す

べ
き
も
の
と
し
、
本
条
が
設
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
（
要
綱
一
四
五
）
。

退
職
賜
金
の
如
き
も
の
も
勿
論
本
条
の
保
護
を
受
け
る
。
本
条
に
付

て
は
尚
四
百
四
十
八
条
第
二
項
を
参
照
せ
ら
れ
た
い
。
」
と
説
明
さ

れ
て
い
る
（
奥
野
健
一
ほ
か
六
名
・
株
式
会
社
法
釈
義
二
一
四
頁
、

一
二
五
頁
〈
昭
和
一
四
年
〉
）
。
こ
の
説
明
で
注
目
す
べ
き
点
は
、

「
会
社
ト
使
用
人
ト
ノ
間
ノ
雇
傭
関
係
二
基
キ
生
ジ
タ
ル
債
権
」
の

例
と
し
て
「
退
職
賜
金
」
が
挙
げ
ら
れ
、
商
法
二
九
五
条
一
項
で
例

示
さ
れ
た
「
身
元
保
証
金
ノ
返
還
ヲ
目
的
ト
ス
ル
債
権
」
と
は
別
の

具
体
例
が
示
さ
れ
た
こ
と
、
及
び
、
商
法
四
四
八
条
に
言
及
さ
れ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、
商
法
二
九
五
条
立
法
当
時
の
司
法
省
の
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解
説
に
よ
れ
ば
、
「
現
行
法
制
上
会
社
ノ
使
用
人
ハ
其
ノ
会
社
二
対

ス
ル
債
権
中
給
料
二
付
テ
ノ
ミ
民
法
第
三
百
六
条
第
三
号
及
第
三
百

九
条
（
筆
者
注
ー
昭
和
一
三
年
当
時
の
民
法
1
）
ノ
先
取
特
権

ヲ
有
ス
ル
ニ
過
ギ
ズ
シ
テ
其
ノ
余
ノ
債
権
二
付
全
ク
一
般
債
権
者
ト

同
様
ノ
取
扱
ヲ
受
ク
ル
ハ
保
護
二
訣
ク
ル
ト
コ
ロ
ア
ル
モ
ノ
ト
謂
ハ

ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
働
テ
本
条
ヲ
新
設
シ
テ
其
ノ
不
備
ヲ
補
修
シ
タ
リ
」

と
説
明
さ
れ
て
い
る
が
（
司
法
省
民
事
局
編
纂
・
商
法
中
改
正
法
律

案
理
由
書
〈
総
則
会
社
〉
一
六
二
頁
〈
昭
和
一
三
年
〉
）
、
そ
の
内
容

は
、
前
出
の
要
綱
解
説
や
立
法
解
説
の
内
容
の
域
を
出
て
は
い
な
い
。

　
昭
和
二
二
年
商
法
改
正
当
時
の
商
法
二
九
五
条
に
関
す
る
他
の
解

説
に
よ
れ
ば
、
「
株
式
会
社
と
雇
傭
関
係
に
あ
る
所
の
使
用
人
、
従

業
員
、
労
働
者
が
、
い
ろ
く
な
意
味
で
会
社
に
対
し
て
債
権
を
持

つ
て
居
る
。
或
は
『
身
元
保
証
金
ノ
返
還
ヲ
目
的
ト
ス
ル
債
権
』
を

持
つ
て
居
ろ
う
し
、
或
は
又
給
料
の
債
権
を
持
つ
て
居
ろ
う
し
、
或

は
会
社
に
対
し
て
預
金
を
し
て
居
る
や
う
な
場
合
に
於
て
」
、
機
を

見
る
に
敏
な
取
引
先
や
大
口
債
権
者
は
続
々
資
金
を
回
収
し
て
し
ま

う
の
に
、
使
用
人
、
従
業
員
、
労
働
者
等
が
自
己
の
債
権
を
満
足
に

行
使
で
き
な
い
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
、
社
会
政
策
的
な
見
地
か
ら
商

法
二
九
五
条
が
設
け
ら
れ
た
と
説
明
さ
れ
る
（
田
中
耕
太
郎
・
改
正

商
法
及
有
限
会
社
法
概
説
二
〇
一
頁
〈
昭
和
一
四
年
〉
）
。
こ
の
解
説

で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
使
用
人
、
従
業
員
、
労
働
者
の
会
社
に
対
す

る
「
預
金
」
が
、
「
会
社
ト
使
用
人
ノ
間
ノ
雇
傭
関
係
二
基
キ
生
ジ

タ
ル
債
権
」
に
含
ま
れ
る
よ
う
に
解
さ
れ
る
論
述
が
な
さ
れ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。

二
　
会
社
と
従
業
員
と
の
間
の
社
内
預
金
契
約
に
よ
る
任
意
的
な
預

金
の
返
還
請
求
権
が
商
法
二
九
五
条
の
債
権
に
該
当
す
る
か
否
か
に

つ
い
て
は
、
肯
定
説
と
否
定
説
が
対
立
し
て
い
る
（
中
馬
義
直
・
注

解
会
社
法
二
九
五
条
注
四
〈
六
巻
四
〇
七
頁
〉
）
。
余
裕
金
を
会
社
以

外
の
者
へ
貸
付
け
た
場
合
と
の
利
益
衡
量
か
ら
す
る
と
、
「
任
意
性

が
認
め
ら
れ
る
か
ぎ
り
（
そ
の
認
定
は
慎
重
に
な
さ
る
べ
き
で
あ

る
）
」
商
法
二
九
五
条
の
適
用
対
象
外
と
の
見
解
（
森
本
滋
・
新
版

注
解
会
社
法
二
九
五
条
注
五
〈
九
巻
二
六
一
頁
〉
）
が
、
妥
当
と
考

え
ら
れ
る
。
本
件
に
お
い
て
は
、
判
旨
事
実
認
定
に
よ
れ
ば
、
「
任

意
性
」
が
否
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
判
旨
結
論
は
妥
当
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。

　
し
か
し
、
商
法
二
九
五
条
立
法
当
時
の
諸
議
論
を
踏
ま
え
て
考
え

る
と
、
条
文
に
い
う
「
雇
傭
関
係
二
基
キ
生
ジ
タ
ル
債
権
」
の
点
に

関
し
て
、
そ
れ
を
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
厳
重
に
解
す
る
も
の
と
拡
張

的
に
解
す
る
も
の
が
あ
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
前
出
の
田
中
耕
太

郎
博
士
の
解
説
は
、
従
業
員
の
会
社
へ
の
預
金
を
含
め
て
解
さ
れ
る

の
で
、
拡
張
的
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
以
外
の
説
明
で
は
、
退
職

金
が
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
な
ど
、
あ
ま
り
拡
張
的
で
は
な
い
と
思
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わ
れ
る
。
本
件
判
旨
は
、
「
雇
傭
関
係
二
基
キ
生
ジ
タ
ル
債
権
」
の

理
解
に
つ
き
、
種
々
の
観
点
か
ら
「
総
合
的
に
判
断
す
る
の
が
相
当

で
あ
る
」
と
明
言
し
て
い
る
の
で
、
解
釈
と
し
て
は
、
拡
張
的
な
方

向
に
あ
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。
そ
う
と
す
れ
ば
、
拡
張
解
釈
の
理
由

が
必
要
と
な
る
。
し
か
し
、
そ
の
点
で
、
判
旨
の
理
由
づ
け
は
一
応

は
な
さ
れ
て
い
る
も
の
の
不
充
分
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。

　
本
件
は
、
破
産
手
続
上
の
紛
争
で
あ
る
。
現
行
の
破
産
手
続
で
は
、

厳
格
な
平
等
主
義
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
が
、

債
権
者
間
の
実
質
的
公
平
を
害
し
、
か
え
っ
て
、
事
案
処
理
に
妥
当

性
を
欠
く
結
末
に
な
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
河
野
玄
逸
「
破

産
手
続
の
絶
対
的
平
等
主
義
見
直
し
の
提
言
」
銀
行
法
務
2
1
五
四
一

号
一
頁
）
。
会
社
更
正
手
続
に
か
か
わ
る
会
社
更
生
法
二
二
九
条
但

書
や
特
別
清
算
手
続
に
か
か
わ
る
商
法
四
四
八
条
一
項
但
書
の
も
と

で
は
、
債
権
者
の
多
数
決
と
裁
判
所
の
関
与
に
よ
っ
て
実
質
的
公
平

を
図
る
柔
軟
運
用
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
（
河
野
・
前
掲
銀
行
法
務

21

五
四
一
号
一
頁
）
。
従
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
柔
軟
運
用
が
予
定
さ

れ
て
い
な
い
破
産
手
続
に
お
い
て
は
、
何
ら
か
工
夫
が
必
要
と
な
る
。

そ
こ
で
登
場
す
る
一
つ
の
方
策
が
、
商
法
二
九
五
条
の
「
雇
傭
関
係

二
基
キ
生
ジ
タ
ル
債
権
」
に
つ
い
て
の
柔
軟
な
拡
張
的
理
解
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
故
、
判
旨
と
し
て
は
、
右
の
よ
う
な
破
産
手

続
制
度
上
の
根
本
を
踏
ま
え
て
、
自
己
を
雇
傭
す
る
会
社
相
手
に
担

保
権
を
設
定
す
る
こ
と
な
ど
思
い
も
よ
ら
な
い
状
況
に
あ
る
よ
う
な

経
済
的
弱
者
の
保
護
を
説
く
な
ら
ば
、
さ
ら
に
説
得
力
は
増
大
し
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
の
他
に
、
企
業
に
お
い
て
労
働
力
を
提
供
す
る
従
業
員
に
つ
い

て
、
社
会
の
安
定
と
国
民
生
活
の
持
続
的
繁
栄
を
確
保
す
る
観
点
か

ら
、
あ
ら
ゆ
る
方
面
よ
り
手
厚
い
対
応
の
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、

商
法
二
九
五
条
に
お
け
る
拡
張
的
解
釈
を
許
容
す
る
風
土
と
解
さ
れ

る
。
会
社
従
業
員
と
い
え
ど
も
、
金
銭
の
貸
借
に
つ
い
て
は
、
自
己

責
任
を
自
覚
し
て
行
動
す
る
独
立
の
当
事
者
と
し
て
、
会
社
と
の
関

係
で
つ
き
離
し
た
対
応
を
す
る
こ
と
も
、
将
来
的
に
は
一
つ
の
あ
る

べ
き
選
択
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
現
状
に
お
い
て
は
、
そ

こ
ま
で
割
り
切
っ
た
結
末
を
受
け
入
れ
て
い
る
も
の
と
も
思
わ
れ
な

い
。
　
商
法
八
四
二
条
七
号
に
よ
れ
ば
、
「
雇
傭
契
約
二
因
リ
テ
生
ジ
タ

ル
船
長
其
他
ノ
船
員
ノ
債
権
」
に
つ
き
、
運
送
賃
に
先
取
特
権
が
認

め
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
い
う
債
権
と
は
、
「
船
員
の
給
料
そ
の
他

の
報
酬
請
求
権
・
傷
病
手
当
請
求
権
な
ど
雇
傭
契
約
上
の
債
権
に
限

る
。
」
と
解
さ
れ
て
い
る
（
田
村
治
美
・
体
系
海
商
法
二
九
二
頁

〈
平
成
八
年
〉
）
。

　
な
お
、
本
件
に
つ
い
て
は
、
判
例
評
釈
と
し
て
、
「
判
旨
に
賛
成
。

但
し
若
干
検
討
す
べ
き
点
が
あ
る
。
」
と
さ
れ
る
青
木
英
夫
・
金
融
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・
商
事
判
例
九
四
九
号
四
三
頁
以
下
と
、
判
旨
妥
当
と
さ
れ
る
田
村

詩
子
・
商
事
法
務
一
四
七
〇
号
一
〇
九
頁
以
下
が
あ
る
。

（
平
成
一
〇
年
四
月
三
日
稿
）

　
　
　
　
　
　
　
加
藤
　
修
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